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早期胃癌のリンパ節転移と郭清を検討した。早期胃癌1,019例中リンパ節転移はnl(十 )75例 ,n2

(十)28例 ,n3(十 )n4(十)各 1例の105例 10.3%に認められ,m癌 で3.6%,sm癌 で16.9%であっ

た。転移と関係する因子はsm癌 ,50歳未満の女性。大きさ4cm以 上,肉 眼型でHattIIc型,組 織型

でpor.pap,脈管侵襲陽性であった。占居部別の差はない。累績生存は5生率92.9%,10生 率82.2%

である。生存率からみると,sm癌 はm癌 より不良,n(十 )群はn(一)群より不良であるが,R2郭 清

はn(一 ),n(十)に かかわらず予後良好であった。 リ ンパ節転移,関 係因子ならびに生存率からみて

深達度,転 移の有無と脈管侵襲が不明な状態では原則としてR2郭清が適応と考えられた.

索引用語 !早期胃癌のリンパ節転移,早 期胃癌のリンパ節郭清,早 期胃癌の生存率

はじBめに

早期胃癌が治る胃癌 として胃癌研究会 (1962)を中

心に検討されはじめて約20年経過 した。東京女子医科

大学消化器病センターにおいてほぼ歩みを同じくして

18年間 (1965.2～1982,12)に早期目癌1,019例の切除

を経験 した。近年, リンパ節転移部位, リンパ節癌免

疫,癌 悪性度などの観点から早期胃癌手術の合理化や

反省が行われているll~り
,_方 ,早期胃癌にたいする第

2群 リンパ節郭精 (以下 R2と略す)あ るいは第 3群 リ

ンパ節郭清 (以下 R3と略す)も 部分的に必要であると

主張する議論も多い。-3り.早 期胃癌は胃癌の予後因子

となる奨膜浸潤,腹 膜播種,肝 転移などにたいする考

慮を一般には必要 としない。外科治療はいつに リンパ

節郭清にあるといっても過言ではない。しかしながら

早期胃癌の外科治療をどのように取扱 うかなお結論は

みいだされていない。そこで1,019例の早期胃癌切除標

本を基に リンパ節転移 と臨床病理的因子, リンパ節郭
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清の程度ならびに生存率などの関係を検索し,早 期胃

癌のリンパ節転移と郭清について検討した.

検討症例

1965年2月 より1982年12月までに切除された早期目

癌1,019例を対象とした。進行胃癌併存早期胃癌,残 胃

早期胃癌,他 臓器癌併存重複早期胃癌は除外した。

単発918例,多 発101例(9.9%)で ある。多発例は粘

膜癌 (以下m癌 と略す),粘 膜下層癌 (以下sm癌 と略

す)そ れぞれ最大径のものを主病巣として扱い,m癌

とsm癌 併存の場合はsm癌 を主病巣として扱った。

標本は原則として半連続縦割標本を作製検鏡し, リン

パ節はHilusを含む長軸方向を中心とした上下 3切片

を検索した。用語,判定規準は胃癌取扱い規約3めに従っ

亨【二.

検討成績

I.早 期胃癌の頻度 と手術直接死亡率

全手術胃癌に対する早期胃癌の頻度は,1968～1972

年において21.8%(269/1236),1973年 ～1977年では

28.4%(311/1096)と 増率し,1978年から1982年にい

たって30.0%(385/1284)に 達した。



術後30日以 内死亡 は1,019例中 8例 で死 亡 率 は

0,79%で ある。 8例 中 4例 は高年者でかつ術前合併症

を有していた。

II.早期胃癌の リンパ節転移

深達度別にみるとm癌 504例,sm癌 515例とほぼ同

数であった。

m癌 において リンパ節転移のないもの (以下 n(一)

と略すルよ486例96.4%で あった。転移が観察されたも

の(以下 n(十)と略し, リンパ節群別番号を付ける)nl

(十)は14例2.8%,n2(十)は 4例 0.8%で あった。n2(十)

は左胃動脈幹 リンパ節 7番 ,総 肝動脈幹 リンパ節 8番

であった。

sm癌 の n(―)は428例83.1%,nl(十 )は61例11.8%,

n2(十)は24例4.7%,n3(十 )n4(十)は 各 1例 0.2%で

あつたo n2(十)はCで 幽門上 リンパ節 5番 ,牌 動脈幹

リンパ節11番,Aと Mで 左胃動脈幹 リンパ節 7番 ,総

肝動脈脈幹 リンパ節 8番 ,腹 腔動脈幹 リンパ節 9番 に

観察された,n3(十ルよ肝十二指腸間膜内 リンパ節12番,

n4(十)は大動脈周囲 リンパ節16番の転移であった,

m癌 の転移率は3.6%,sm癌 のそれは16.9%で ,m

癌にたいしてsm癌 は有意(p<0.001)に高い転移率を

示した。早期胃癌全体 としては10.3%の転移率であっ

た (表 1).

III.リンパ節転移 と臨床病理的因子

A.性 。年齢

男性729例,女性290例で男女比は2.511と 男性が多

かった。リンパ節転移率は男性のm癌 で3.5%,sm癌

で1 4 . 6 % であった。女 性 は m 癌 で3 . 8 % , s m 癌で

23.5%となった。転移率は男性9。3%,女 性12.8%と女

性に高率であった。

50歳未満 と50歳以上 とに分けて年齢 との関係をみる

と,50歳 未満の sm癌 は男性で18.0%女性で27.5%と

50歳以上の転移率より高率であった。男性には年齢の

早期胃癌におけるリンパ節転移の検討

表 3 早 期胃癌の大きさ

転移率は4 cmを境に3倍以上の上昇を示す。
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有意差なく,女 性の50歳未満の sm癌 におけるリンパ

節転移率は50歳以上の女性 sm癌 とくらべて有意差

(p<0.05)があきらかであった (表2)。

B.大 きさ

癌種の大きさは最大径を用いた。2cm毎 に区切って

みると,早 期胃癌の73.1%(745例 )は4cm未 満であっ

た,m癌 では表層拡大3"4いを示す 8 cm以 上の大 きな

病巣に転移が観察されないものもあった。sm癌 では

大きさと転移率は平行した。全体の転移率をみると2

表 1 早 期胃癌のリンパ節群別転移例

sm lgの転移率はm癌 にくらべて高率である(p<

0_001)

ぷ n ( 一 ) n l ( 十) n 2 ( 十) n 3 ( 十) n 4 ( 十) 転移率

m 癌
486材利
964%

14例
(28%)

4 例
( 0 8 % )

504例
(36%)

s m 癌
428り別
831%

61例
11.8%

24例
(47%)

1 例
(02%)

1 7 1 1
(02%)

515例
169%)

計
914例
897%

105例
( 1 0 3 % )

表 2 早 期胃癌の性 ・年齢

男性より女性,m癌 よりsm癌 の転移率が高い。と

くに50歳未満の女性は50歳以上よりsm癌 で転移率
が高い(p<0.05).
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( )内 はリンパ節転移率

年  齢 <50歳 50歳≦ J  ヽ計 総 計

男 性

m 癌
114例
(5.3%)

232f/11
(26%)

346材別
(3 . 5 % ) 729例

(9,3%)s m癌
111例

(180%)
272all

(132%)
383セ可

(1 4 6 % )

女  性

m 癌
53例

(94%)
105711
( 1 . 0 % )

158ゼ刑
(38 % ) 290,別

(12.8%)s m癌
51例

(27.5%)
8 1例

( 2 1 0 % )
132例

(235%)

( )内 はリンパ節転移率

麟 { 2  c m 2≦ 4≦ ≦
一

8 ≦ 10≦ 不  明

m 癌
1959可
(3.1%)

198材別
(1 5 % )

77例
(65%)

23切可
( 1 7 4 % )

6711
(0%)

例
％

3例
0%

s m癌 119例
(10_9%)

2339刺
(1 1 2 % )

107例
(271%)

41例
(29.3%)

11例
(54.5%)

3 例
(333%)

1 例
( 0 % )

計
314例

(61%)
431例
(6.7%)

184刑々
( 1 8 5 % )

64ゼ可
(250%)

17例
(353%)

5 例
(200%)

4 例
(0%)
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cm未 満のものと2cm以 上4cm未 満のものの リンパ節

転移率は6.1%,6.7%で あるが,4ch以 上のものでは

約 3倍 の18.5%と なり,癌 腫の大きさにつれて転移率

も増加する傾向がみられた (表3).

C.占 居部位

占居部位が リンパ節転移 と関係するか検索 した。転

移率はAで 12.4%(40/323),Mで 9.0%(54/600),C

で12.1%(11/91)であった,A,M,C領 域の転移率に

は有意差がなかった (表4)。CE,AMCは 小数例であ

る。

D.肉 眼型

m癌 の転移は隆起型 I型,表面隆起型 IIa型,表面平

担 IIb型と陥凹 III型には認められなかった。隆起陥凹

IIattIIc型,表面陥凹 IIc型とIIcttIII型は転移が観察

された。sm癌 では IIb型とIII型を除き転移が認めら

れた。全体 として IIattIIc型の転移率は19,8%で他の

肉眼型 とくらべて有意 (p<0,001)に 高率であった。

IIa型は1.4%と いずれの肉眼型 よりも低い転移率

であった。I型の転移率は IIa型に くらべれば右意で

あったが (p<0.05),IIc型 ,IIcttIII型との間には差

をみなかった (表5).

表 4 早 期胃癌の占居部位

占居部位別リンパ節転移率に有意差はなかった。

表 5

1 1 a t t  I I c型は他の肉眼型にく

0 0 0 1 )
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E.組 織型

高率な リンパ節転移を示 した ものは低分化腺癌

(por.)で他の組織型 との間に有意差 (pく0.001)を 認

めた。乳頭腺癌 (pap。)は 17.2%と por.についで高い

転移率を示したが,高 分化型腺管腺癌 (well.)にたい

して有意 (p<0.01)で あったのみで他の組織型 との間

には有意差はなかった。Well.は3.2%と 他の組織型に

くらべて有意に低 い転移率であった。印環細胞癌

(sig.)は11.1%で por,との差を認めたが,pap.な らび

に中分化型腺管腺癌 (mOd.)と の有意差はなかった。

pOr.,pap.はもっともリンパ節転移を起しやす く,well.

は転移が起 り難い結果であった (表 6).

F.脈 管侵襲

脈管侵嚢が明らかであった998例について検索 した

(不明例は m癌 で11例,sm癌 で10例である).リンパ管

侵襲陰性,静 脈侵襲陰性 (以下前者を ly(一),後 者を

v(一)と 表記する)で リンパ節転移の認められたもの

は2.8%で あった。侵襲陽性例を ly(十 ),v(十 )で 表

わす と,脈 管侵襲陽性の ly(一)v(十ルま50%,ly(十 )

v(一)は 30。1%,ly(十 )v(十 )は 31.6%の 転移率を示

し,転 移率はly(一)v(一)に くらべてきわめて高率で

あった.侵 襲陰性と陽性とには有意差 (p<0,001)を

認めた。また脈管侵襲が陽性の場合はm癌 (27.6%)

でもsln癌(30.9%)でも転移率はほぼ同じ比率となっ

たが, リンパ節転移はsm癌 の脈管侵襲例に有意で

あった。陰性例における転移率もsm癌 に高かった(表

7 ) .

早期胃癌の リンパ節転移は深違度でm癌 よりsm

癌に高率で,50歳未満の女性におけるsm癌 に起りや

すく,肉 眼型ではIIa ttIIc型がもつとも高率な転移を

示し,組 織型ではporの転移が高率である。脈管侵襲

陽性例の転移率は高率であった。大きさでは最大径4

早期胃癌の肉眼型

らべてリンパ節転移率が高率であった(p<

( )内 はリンパ節転移率

蟹 A M C CE AMC 計

m 癌
149ゼ1
(3.4%)

318材可
(4.1%)

35例
(0%)

0 例
( 0 % )

2 例
(0%)

504例
(3.6%)

s m鵜
1 7 4 例
20,1°/。

282材刺
14.5%

56all
19.66/。

例
％

1 例
( 0 % )

515frl
16.9%)

計
323例
12.4%

60091
(9.0%)

91例
12.1%

例
％

3 例
(0%)

1019例
10.3%)

( )内 はリンパ節転移率

馴 I I18+IIc I I c 十皿 IIl

m 癌
36例
( 0 % )

58窃利
(0%)

40,刑
(5 0 % )

12例
( 0 % )

226材別
(4 4 % )

124材利
(1 6 % )

9 例
( 0 % )

s l n癌
48ゼ可

(14 6 % )
11例

(91%)
127材別

(244%)
2 例

( 0 % )
213例

(13.6%)
108,別

(21.3%)
5 例

(0%)

計
84ゼ刑

(8.3%)
69911

( 1 4 % )
167例

(19 8°/。)
14例
( 0 % )

439材刺
(88%)

232匂刑
(10.8%)

14例
(0%)

多発は主病巣を取る。



( )内 はリンパ節転移率

馴 pap well mod pOr

m 癌
17例
(0%)

220例
(14%)

56例
(18%)

86例
(70%)

121例
(6.6%)

4 例
(0%)

s m癌 41例
240%

159,可
( 5 7 % )

85例
176%

153材可
25 5 %

69材可
18 8 %

8 例
125%)

計
58材利
172%

379例
(32%)

141例
113%

239切可

2 3 9 %
190例
111%

1 2例
( 8 3 % )

表 6 早 期胃癌の組織型

por pap.の転移率は高率でwellは もっともリンパ

節転移率が低率である.

多発は主病巣を取る.

cmを 境 として急激な転移率の上昇を認めた。また占

居部位に関係なく転移がおこる可能性を認めた。

IV. リ ンパ節転移, リンパ節郭清の程度,肉 眼型,

組織型 と生存率

A.早 期胃癌の生存率

生存率は累績生存率をもちい,死 因不明例は癌死 と

して扱った。

m癌 の 5生 率は97,9%,10生 率は87.7%で あった。

sm癌 はそれぞれ88.7%,80.0%と なった。m癌 は sm

癌にくらべて良好な生存率であったが, 5生 率に有意

差 (p<0.05)を 認め,10生 率では有意差はなかった。

早期胃癌 としてみると5生 率92.9%,10生 率82.2%と

なった (図 1).

B.リ ンパ節転移 と生存率 リ ンパ節転移のないも
の n(一)群と,あ るもの n(十)群 とに分けて生存率を

みた。n(一)群 の 5生 率は94.7%で n(十)群 の76.8%

にくらべて有意 (p<0.05)に 良好な結果を示した。10

生率は n(一)群で83.8%,n(十 )群では64.5%と n(一)

があきらかに良好であったが,有 意差はなかった (図

2 ) .

C.リ ンパ節郭清の程度 (R)と 生存率

早期胃癌におけるリンパ節転移の検討

図 2

■(一)

%
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図 l m癌 ,sm癌 の生存率

m癌 は sm癌 にくらべて良好な生存率を示す (5
年率 p<0.05).
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早期胃癌 n(一 )群 ,n(十 )群 の生存率

群はn(十 )群 より良好な生存率を示す。

リンパ節郭清の程度 (R)を 胃癌取扱い規約にした

がって RO～3の 4群 に分けた (以後郭清の程度を R。,

Rl,R2,R3と略す). R。は107例, Rlは235711, R2は600

例で,R3は 77例であった,Rよ りみた非治癒切除率は

R。で2.8%,Rlで 1.7%,R2は 0・32%,R3は 0で あつた

(表8).早期胃癌のほとんどのものは治癒切除が行れ
ブこ .

リンパ節転移の有無を考慮せずに R。～3の生存率を

みると,R2は Rlに くらべて 5生 率,10生率ともに有意

差 (p<0,05)を もって良好な生存を示した (図3).

表 7 早 期胃癌の脈管侵襲
脈管侵襲陰性例もリンパ節転移がおこる.陽 性例のリンパ節転移は高率である(p<0,001).

( )内はリンパ節転移率

[不明 m痛 11例,sm癌 12例]

9        =岳 期日穂

脈管侵襲 ly(―)v(― ) ly(一)v(十 ) ly(十 )v(一 ) ly(十 )v(十 ) 小 計 合  計

m 癌 464例
(15%)

0 例
( 0 % )

289利
(38_6%)

1 例
( 0 % )

29例
(276%)

4939可
(30%)

s m 癌 288ク可
(4 8 % )

2 例
(500%)

178例
(303%)

37例
(324%)

217例
(309%)

505,1
( 1 6 0 % )

計
752ク可
(28 % )

2 例
(500%)

206材別
(301%)

38り可
(31 6 % )

246り別
(30 . 5 % )

998材可
(9 . 6 % )
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表 8 早 期胃癌のリンパ節転移(n)と 郭清の程度(R)

との関係

R2には nl_4(十)の リンパ節転移を認めた.治 癒切

除は95%で ある。

図 3 早 期胃癌のリンパ節郭清の程度(Rc_3)と生存率

R2は Rlよ り良好で (p<0.05)R。 ,R3よ り良好な

生存率を呈する.

33 5

21(1521)

73.1%の 順 で あった。10生率 で は IIb型,III型 が

85.7%,IIc型 83.1%,I型 75%,IIctt III型73.1%,IIa

型60.9%と なり,IIatt IIc型は556%と 低率であった。

10生率で陥凹型は隆起型にくらべて生存率が良 くな

り,IIatt IIc型はもっとも不良となった。IIc型は IIa十

11c型にたいして 5生 率 (p<0.05),10生 率 (p<0.01)

ともに有意差をもって良好であった (図5).

図 4 早 期胃癌 n(一 )群 ,

の程度 (R。～3)と 生存率

R 2 は■( ~ ) 群, n ( 十)

を示した。

(%)

n(十 )群 のリンパ節郭清

群において良好な生存率

4  5  6  7  8  9  1 0 年

R。,R3には推計学的な差がみられなかった。郭清は R2

がもっとも予後良好である。理論的に高率な生存を期

待できると考えられるR3は R2よ り不良な結果であっ

ブと.

D.n(一 )群,n(十 )群におけるリンパ節郭清の程度

(R。～3)と 生存率

n(―)群におけるRO～3相互の生存率をみた。有意差

は明 らかでなかったが,R2は 5生 率95.2%,10生 率

89.6%と つねに RO,Rl,R3の 生存率 より良好であっ

た。n(十)群 は少数例で RO_3のすべてを比較できな

かったが,R2n(十 )群 とRin(十)群 とでは R2n(十)

群が5生率,10生 率ともに有意差 (p<0,05)を もって

良好であった。n(十)群 R2は 5生 率で91.1%と n(―)

群 R3の93.3%に わずかにお とるものの10生率では逆

にn(十)群 の R2が n(~)群 R3の 生存 率 よ り好 い

78.9%の 生存率を示し,Rin(十 )群 はきわめて不良な

予後を示 した (図4).

E.肉 眼型,組 織型 と生存率

肉限型は5生率で IIc型94.1%,IIb型 90.0%,I型

89,3%,IIa ttIIc型86.8%,IH型 85,7%,IIc tt III型

R2,n(+)研

R I 、n ( 十)

3  4  5  6

図5 早 期胃癌の肉眼型別生存率

陥凹型は隆起型にくらべて生存率が良好である。

IIattIIc型の予後はもっとも不良である。

図6 早 基胃癌の組織型別生存率

por.,sig,の予後は良好で papの 予後は不良であ

る.
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組織型の生存率をみた。5生率をみた。5生 率は sig.

92.5%,well.92.5%,por,91.8%,mod.89.8%でpap.

は78`7%と不良であった。10生率では por.90.5%,sig.

84.1%と 良好 で,well.75.7%,mod.70.3%,pap.

63.9%と 低率であった。por.は pap.よ り生存率が良

好で, 5生 率 (p<0.01),10生 率 (p<0.01)と もに有

意差がえられた (図6).

早期胃癌の生存率は深違度で m癌 は sm癌 より良

好, リンパ節転移で n(一 )群 は n(十)群 より良好,

リンパ節郭清の程度で R2郭清は リンパ節転移の有無

にかかわらず良好,肉 限型では陥凹型が隆起型にくら

早期胃癌におけるリンパ節転移の検討 日消外会誌 17巻  8号

べて良好であり,IIattIIc型は予後不良である。組織型

では低分化腺癌 (por.sig.)が分化型腺癌 (pap.well.

mod.)に くらべて良好な予後を示 した。

考  察

リンパ節転移 とその郭清を主に考察する。早期胃癌

は1960年よ り増加を示 し。り1り
,現 在 その頻度 は約

30%1め23ン0203ゆでぁるが,40%2031)の高率な報告 もあ

る。自験例においても5年 毎に21.8%,28.4%と 増え,

1978年から1982年までの早期胃癌は30%(385/1284)

に達 した。早期胃癌の増加は外科治療成績の向上をも

たらす可能性を示すもので好ましい現象と思われる。

表 9 早 期胃癌の リンパ節転移と生存率

報告者

には書号
期間

リンパ打ほ移 リンパ節辞別転移 生 存  中

干郷口』 R違度別転名 (→ 5生中 10生率

林口
4)

集t
336 2 0

倍対治お 92.

相対治お 80.

本田
10) 953

ツ196
3 租

井日
16)

1 2
04.1

88.3

６８
．

２

一
６８

．
２

■

古木
14) 946 口  6。7 7 4 0

想
●■  26.3 4 l

口島
13) 958

V106

口  10.0 4 0 2 03.3
景

o■  26.8 0 6 34.5

古杉
20)

▼197

B  4.0
相

●B  16.3 238

神前
18) 861

▼107
12.6

B  4.5 01.9±1.6 00。5±2.8
相・コ

o口  20.5 240 98。3±2.0 86.6主3.0

古野
22) 964 B  6.5 4 2 0 99.9±3.3 03.6±5.1

相
8,  20。3 1 98.3±3.2 04.0±5。2

山田
2,) 965

‐197
436

口  0.6 1 0 0 0

実
a口  14.2 3 0

広田
25) 962

▼198

B  2.6
相

8口  17.2 95.3 03.1

六 日
28)

W197
1000

,  3.4 4 0

祖
8■  21.7 4

大内
20〕 961

▼197
10.5

D  2.0 1 0 0 .02」LO.060
相

oo  17.0 2 0 |.98Jと0,076

問島
2)

200 12.0
■  1.2 I 0 0 86」LO.04 02」と0.06

相
0日  10.2 4 0 .85Jヒ0.05 .98」と0.08

右永
30) 961

‐187
700 12.5

コ 5。1
嘉

8B  20.1 39.5

古構
31) 961

ツ187
304

5 0 0

景
8■  20.0 8 0

古澤
32) 964

W197
340 6 0

99.5±2,3

97.0±2.7

8 6 . 2±3 . 8

87.6±4.5
相

金
昼ぼ3

860

▼197

田
ｎ

２

Ｆ
■  3.0 8 0 89.79

相
o口  18.9 206 4 05.54

自政党
965

▼198
10.3

B  3.6 4 0

景
o■  16.9 2 4 1 1
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手術直接死亡率は全国登録3めによれば,0.84%(25/

2961)と 早期胃癌でないものの2.75%(236/8584)に

くらべて低率である。自験例は0.79%(8/1019)であっ

た.手術は全国的に安全に行われていると考えられる.

早期胃癌の リンパ節転移は9.2～191%で ,m癌 は

0.6～11%と 低 く,sm癌 は14.2～268%と 高率で あ

るのう1め101010～2の22レめ2つ2ゆ～3ゆ.自験例では10。3%,m癌

3.6%,sm癌 16.9%で あった.リ ンパ節の群別転移を

みると nl(十 )の転移率は全体で7.5～9.8%,m癌 で

1.2～4.7%,sm癌 では10,6～16.9%で あった。自験711

では7.4%,m癌 で2.8%,sm癌 で11.8%で ある。

n2(十 )で は全体で06%～ 4.3%と nl(十 )よ り転

移は少なく,m癌 で0.6～2.4%,sm癌 で0.3～8.9%で

あった。自験例は2.7%,m癌 で0.8%,sm癌 で4,7%

である。

n3(十 )は全体で0.2～3.0%,岡 島
19の

報告にみるm

癌の 2例 を除き全例 sm癌 の転移で,0.3～1.1%,自 験

allで1例 0.2%で ある。

n4(十 )は m癌 に転移の報告がなく,sm癌 からの転

移で約0.2～0.8%で あった1つ202D301304い
。自験例は 1

例0.2%で ある。n3(十 )n4(十 )の 転移部位をみると,

肝十二指腸間膜内 リンパ節12番,解後部 リンパ節13番,

腸間膜根部 リンパ節14番,中 結腸動脈周囲 リンパ節15

番 と大動脈周囲 リンパ節16番であった。自験711は肝十

二指腸間膜 リンパ節12番と大動脈周囲 リンパ節16番で

あった。高木
1りはn4(十 )例 の 3年 , 5年 , 7年 の死

亡 と10年生存の 1例 を記載 し,古 澤3りは 6年 9月 生存

例を報告している。自験例は n3(十 )例は 9月 ,n4(十 )

例は10月で癌死したが,遠 隔 リンパ節転移は郭清が行

われていると必ずしも早期死亡するとはかぎらないよ

うである。 リンパ節群別転移を表 9に まとめたが,早

期目癌は約11%の リンパ節転移率を示 し,nl(十 )は約

8%,n2(十 )は 約 3%,n3(十 )n4(十 )は m癌 の転

移がほとんどなく,sm癌 で約0.1%と 低率であった.

m癌 では約 3%,sm癌 になると約20%の 転移が予想

される。 し たがって転移率のみから郭清を考えると深

達度の確診がつかない場合には R2郭清か R2部分的郭

清を行 う従来の考え方は妥当であると思われる。

性 。年齢は進行胃癌 と同じく若年者で女性が多 く,

男女比はほぼ 2:1で あった。り1り292ゆ3ゆ.松 本3りは胃

癌では性,年 齢 とリンパ節転移に関係はみられなかっ

たと報告 した.山 田2ゆは男性8.3%,女 性10.9%の リン

パ節転移率を記載 している。自験例における転移率は

女性に高 く,sm癌 において50歳以上の女性より50歳

23(1523)

未満の女性の転移率が27.5%と 高率でかつ有意差も認

められた。

大きさと転移率をみると,武田4のはlcm未 満で m癌

に転移を認めず,sm癌 には転移がある。m癌 もsm癌

も大 きくなるにしたがって転移率は上昇すると記 し

た。自験例では4cmを 境界に4cm以 上のものは4cm未

満の転移率の 3倍 の値を示し,sm癌 においては大 き

さとリンパ節転移率とが平行関係を示した。

占居部位 とリンパ節転移 との関係をみる。岩永3のは

A13.9,M10.3%,C15.5%と Cに リンパ節転移が

多 く,Mに 低い,Mに 転移が低い理由は胃壁の動きが

少なく,血 流,リ ンパ流量が少ないことによると述べ,

n3(十 )以 上の転移はAに 認められたと報告 した。武

田4のはA23.4%,M ll.7%,C3.5%で ,Mに n4(十 ),

Aに n3(十 )の ものを認めた。自験例でも占居部位別

の転移率はMに 低率であったが,部 位別の有意差は認

められず,進 行胃癌 と趣を果にしてどこに発生した早

期胃癌でも転移の可能性をもっと理解された。

肉眼型についてみると,井 日1)11)1611まPen型 が深部

浸潤 もリンパ節転移も高率で予後 も不良なことを強調

し,Pen―A型 は肉眼型 として IIattIIc型を示すことが

多いと記している。隆起型,隆起陥凹型ではとくに sm

癌の転移率が高 く予後 も不良であるとする報告が多

、、1 4 ) 2 8 ) 3 0 ) 4 0 ) .

一般に転移は隆起型の m癌 にはないが,陥 凹型,潰

瘍を伴 うm癌 には認められ,深 いものでは n2(十)n3

(十)の転移もみられて,深 さにしたがって予後 も不良

であるといわれるに)1の102の2,3の.太 田2ゆはしかしなが

らIIb型の m癌 ,IIa ttI型の m癌 に転移を認めた.古

澤321は
陥凹型に転移が多いが 5生 率に有意差なく, 9

年以後になって陥凹型の予後が隆起型より良好になる

と述べている。いずれにせよ一般に陥凹型は隆起型よ

り転移が多いが予後は比較的良好であるとの意見が多

い,自験例では m癌 の隆起型 と平担型に転移は認めら

れず,陥 凹型では転移が観察された。sm癌 になると隆

起型もかなり高率な転移を示した。全体 として陥凹型

は隆起型より転移が多いが,特 徴的な所見は IIattIIc

型が他の肉限型にくらべて有意に高率な転移を示 し,

予後 も不良であったことである。

組織型についてみると,肉 眼型を構成する組織型 と

して隆起型では分化型腺癌が多 く,陥 凹型では低分化

腺癌が多 く,進 展や深達に修飾されて転移がおこると

考えられる。低分化腺癌あるいは未分化癌にくらべて

分化型腺癌の予後が不良との報告が多いが。16ン513ゆ4つす
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リンパ節郭清の程度 と生存率についてみる.進 行胃

癌 と違って早期胃癌は P・H・S因 子を除外できるので

リンパ節転移 と郭清との関係はまっさきに解決されな

ければならないが問題が多い。井 日1)は生体防禦機能

の面から早期胃癌の リンパ節郭清は Rlの手術にせい

ぜい N2リ ンパ節を重点的に郭清することで十分では

ないかと述べ,Pen型 の場合は進行胃癌 と同じ程度の

手術を行 うべきであると記 している。榊原のは細胞性

免疫能低下の認められる第 1群 リンパ節の郭清 とこれ

までの調査によって転移のあった第 2群 リンパ節で転

移の可能性あるものを郭清し無批判に胃癌取扱い規約

のい うR2手術は行 うべきでないと述べた。間島"は粗

生存率で Rlは R2R3に比して低率であったが,相 対生

存率では 5生 率,10生 率 ともに差がなかったと述べ,

腫瘍免疫発現の場である所属 リンパ節温存手術が考慮

されるべきであるが, リンパ節転移巣にたいして郭清

以外の確実な治療法がない今日においては,早 期胃癌

といえどもR2手術の適応が順当であろ うと報告 して

いる。大内2り
,竹 下40はRの 程度による差はないと述

べているが吉野22)は
累績,相 対生存率において R2が

R01よ り良好で,深 達度, リンパ節転移,脈 管侵襲な

どに両群間の有意差を認めず R2郭清は必要であると

報告 した。古澤321は5生 率にRの 差をみないが,8年 以

後に R。1群とR2群 との有意差を認め RO_1群の予後が

悪いと報告している. 自験例では リンパ節転移の有無

にかかわらず R2の生存率が良好で n(十 )群 の R2は

Rlに くらべて 5生 率,10生 率ともに有意差をもって良

好であった。

リンパ節転移からみて早期胃癌では nl(十)n2(十 )

が大部分を占め n3(十 )n4(十 )は 1%に みたない。

m癌 でも転移はあるが,sm癌 の転移率は高 く。最大に

みつもって nl(十 )約 20%,n2(十 )約 10%の 転移が

報告されている。sm癌 の問題であるが,半J定困難なも

のがある。癌巣内の漬瘍,赦 痕併存は予後にも影響す

るとされ診断がむずかしく術前判定 と組織半J定との相

違をみることもあ り,pm痛 と区別 しがたい場合もあ

る。脈管侵襲は組織半」定でしか診断できない。 リンパ

節 もそれぞれの部位において個々の転移を判断するこ

とは困難である。予後からみると, リンパ節郭清の程

度 と関係なしとする報告 もあるが,RIは 不良で R2は

よい。 し たがって臨床病理的因子 として術前診断可能

な性 。年齢,大 きさ,肉 限型 と組織型の転移にたいす

る傾向を基に不確定因子となる深達度, リンパ節転移

と脈管侵襲の割判定困難な場合は,現状において R2郭

あまり差がないとす る報告1り2りもある。 自験例では

por.が他の組織型にくらべて リンパ節転移が高率で,

well.がもっとも低率であ りpapゥmod.,sig.には有意

差がなかった。また por`は pap.に くらべてつねに予

後良好で低分化腺癌は分化型腺癌にくらべて予後良好

であった。

脈管侵襲は胃癌取扱い規約上癌進行の程度や治癒切

除の因子 として直接関与しないが リンパ節転移にはと

くに大切な所見である。一般に早期胃癌の術後 5年 末

満の死亡 ・再発は血行転移によるものが多い。再発の

約半数は肝転移であり脈管侵襲が関係因子として注意

される11)1つ1の21ル3レ0203分.山下21)はリンパ管侵襲 とリン

パ節転移が密接な関係にあること,ly(一 )でもn(十)

があ りうること,陥 凹型の潰瘍併存例ではみせかけの

リンパ管侵襲消失があることを報告 した。古澤のは脈

管侵襲は m癌 にもみ られ るが sm癌 に多いこと,ly

(一),v(一 )と ly(十)と では生存率に差がみられな

かったが v(十 )と は有意差を認め予後も不良で lyよ

りVが 予後に関係すると報告 した,脈 管侵襲の有無は

予後 と関係なし41)とするものもあるが,再発,予後 と関

係あ りとする報告が多い。1。り2ゆ2,2ゅ2".自
験例では脈

管侵襲陰性より陽性のものに転移率が高 く,m癌 ,sm

癌 ともにはぼ同率の リンパ節転移率を示すが,m癌 よ

りsm癌 に転移が有意であった。

m癌 とsm癌 との生存率は両者に有意差なしとする

報告があるが2ルの31●つ4の,5生 率または10生率で有意差

あ りとする記載 も多い。1ゆ10192の2の25鴻い。山田2めは10生

率で m癌 と粘膜下層に深 く浸潤 した sm‐II群との間

に差がみられると記 した。大森
2のも同様な意見を記 し,

sm癌 はむしろ進行胃癌の性格を有すると報告 してい

る。自験例ではm癌 とsm癌 との生存率について 5生

率に有意差を認めたが,10生 率には差はなかった。表

9に 文献上の 5生 率,10生 率をまとめたが,生 存率は

算出法によって異なるが, 5生 率90%代 ,10生 率80%

代が実際の生存率であろうと推察される。

リンパ節転移の有無が生存率に影響するか否かの問

題 も意見の別れるところである。n(一 )群 とn(十 )

群が生存率に有意差を示 さないとする報告2り32ンのょり

有意差あ りとする報告。1め1的～2の2ゆ2ゆ3いが多い。自験例

ではn(十 )群 の術後 5年 未満の生存率下降は急唆で,

さらに 5年 以後の経過中にも癌死を経験 しているが 5

生率でn(一 )群 とn(十 )群 との間に有意差を認めて

いる.こ のことは郭清の問題を含めてなお検討されな

ければならない。
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清を原則 としたい.

む す ぴ

早期胃癌1,019例を基に リンパ節転移 と郭清を検討

し,現状において R2郭清を原則 とする考えを述べた。

早期胃癌を含めて日本の胃癌はその病型を変えつつあ

るといわれる。より小さなより浅いものが発見されて

も,癌 腫の生物学的悪性度, リンパ節転移の機構 と転

移におけるリンパ管血管結合織の病態など解析不十分

な問題が残る。癌 リンパ節免疫 も検討され始められた

ばか りである。今後郭清は変化するものと考えられる。
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